
中学生社会チャレンジ事業 

 平成２１年５月２０日に秩父市立荒川中学校の生徒さん
（２年生）４名が職場体験学習として浦山・滝沢ダムの管理
を体験して頂きました。 
 体験して頂いた、内容をご紹介します。 

ダムと貯水池周辺の巡視（パトロール）！その
後、報告資料を作成しました！

参加された 
武石さん、田中さん、浅見さん、石井さんと松
枝荒川ダム総合管理所長

ダムから水を流す管（放流管）と水の量を
調整するゲートの点検中！

ダムの内部を点検。堤内巡視設備  
（モノレール）に乗って点検に出発！

その他、ダムの電気設備、予備発電設備などの点検を実施し
ていただきました。

【見学を終えて】 
 職場体験を終えた、生徒さんに感想を聞いてみました。
 
 Ｑ．職場体験でダムの仕事の感想を教えて下さい。 
  ・色々なものを管理して、すごく大変なんだと思った。 
  ・すごく多くの機械があった。人々の生活にとても大切な所 

だと思 た



 

トップページヘもどる 

感想ありがとうございました。

これからも、職場体験等の見学を受け付けております。 
また、荒川ダム総合管理所の職員が学校等へご説明も行う 
『出前講座」も募集しております。 ご相談は荒川ダム総合管理所までお願
い致します。

 これからは、浦山・滝沢ダムの先生となって、友達や家族の人にも 
お話して頂けるとうれしいです。

  だと思った。 
 
 Ｑ．ダムの感想を教えて下さい。 
  ・大きな機械などがたくさんあって、少し怖かった。 
  でもすごいと思った。 
  ・浦山ダムの心臓部分が止まってしまうと、荒川の人々が 
  住めなくなってしまう事を考えると、不安になってしまう。 
  そのくらい、大切な所なんだと思った。、 
Ｑ．研修を通して初めて分かった事は？ 
  ・清水バイパスについて 
   大雨が降った時もきれいな水が飲めるので！ 
  ・荒川の人々が安心して住めると言うこと。 
  ・職場の人々の努力！ 
  ・ダム管理による治水！ 
  


